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                                                                   平成 25 年 10 月９日 

各  位 

 

 

 

 

 

   

 

平成 26 年２月期第２四半期(累計)業績予想と実績との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 25 年４月 12 日に公表いたしました平成 26 年２月期第２四半期累計期間（平成 25 年３月１日～平成

25 年８月 31 日）の業績予想と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

また、 近の業績の動向を踏まえ、平成 26 年２月期通期の連結及び個別業績予想につきましても、下記

の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 26 年２月期 第２四半期（累計）業績予想と実績との差異 

（平成 25 年３月１日～平成 25 年８月 31 日） 

（１）連結 

                                                                   (単位:百万円、％) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 7,070 110 115 75 4 円 72 銭

実 績 値 （ Ｂ ） 7,065 168 202 111 7 円 05 銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △5 58 87 36 － 

増 減 率 （ ％ ） △0.1 52.7 75.7 48.0 － 

(ご参考)前期第２四半期実績 

（平成 25 年２月期第２四半期） 
6,982 41 63 38 2 円 40 銭

 

（２）個別 

                                                                         (単位:百万円、％) 

 
売上高 経常利益 

四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 6,665 85 50 3 円 15 銭 

実 績 値 （ Ｂ ） 6,742 172 86 5 円 47 銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 77 87 36 － 

増 減 率 （ ％ ） 1.2 102.4 72.0 － 

(ご参考)前期第２四半期実績 

（平成 25 年２月期第２四半期） 
6,756 31 12 0 円 77 銭 
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２． 平成 26 年２月期 通期業績予想数値の修正（平成 25 年３月１日～平成 26 年２月 28 日） 

（１）連結 

                                                                   (単位:百万円、％) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 14,100 210 215 135      8 円 50 銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 14,100 268 304 177 11 円 15 銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）    0 58 89 42 － 

増 減 率 （ ％ ） 0.0 27.6 41.4 31.1 － 

(ご参考)前期実績 

（平成 25 年２月期） 
13,697 149 191 130 8 円 21 銭

 

（２）個別 

                                                                         (単位:百万円、％) 

 
売上高 経常利益 

当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 13,400 170 100  6 円 30 銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 13,477 244 127       8 円 00 銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 77 74 27 － 

増 減 率 （ ％ ） 0.6 43.5 27.0 － 

(ご参考)前期実績 

（平成 25 年２月期） 
13,085             164 115       7 円 25 銭 

 

３．差異及び修正の理由 

業績の差異につきましては、期初から当第２四半期連結累計期間の前半において、海外向け輸出製品

の受注が順調に推移し、国内では記録的な猛暑により夏物商品の前倒し受注等も有り、新版製品を中心

に比較的好調に推移いたしました。仕入商品においては、特に大型の機械設備物件および容器等の物資

の受注が、海外向け国内向けともに低迷いたしました結果、連結売上高は当初予想をわずかに下回り、

個別売上高は当初予想をわずかに上回る結果となりました。 

利益面につきましては、為替レートの変動等を背景に、当第２四半期連結累計期間において原材料価

格の値上がりが影響し厳しい状況となりましたが、昨年から取り組んでおります製品の効率的な生産と、

原価低減施策等により、連結・個別ともに営業利益、経常利益、四半期純利益が、当初予想を上回る結

果となりました。 

通期の業績予想につきましては、当第２四半期累計期間の結果を踏まえ、連結の業績を、売上高141

億円、営業利益２億６千８百万円、経常利益３億４百万円、当期純利益１億７千７百万円に修正いたし

ております。 

 
（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき算出しております。 

実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 
 

以 上 


